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「ブロッコリー黒すす病の耐性菌」 
本記事は、香川県農業試験場病害虫防除所が令和
8年2月13日に公表した技術資料「ブロッコリー黒
すす病の耐性菌に注意！」をもとに整理しています。
県内全域で発生増加が確認され、SDHI剤に対する
耐性菌が高頻度で認められています。黒すす病の
発生適温は20～25℃とされており、気温が上昇す
る3月は発生リスクが高まる時期です。
防除体系の見直しと、早めの予防対応が重要です。
また、強風や降雨後は胞子の飛散が助長されるた
め、圃場の発生状況をこまめに確認しましょう。
葉での初期発生を見逃さず、花蕾形成期前後の予
防散布を徹底することが安定防除につながります。
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黒すす病
登録拡大

技術資料「ブロッコリー黒すす病
の耐性菌に注意」は左のQRから



【本社営業所】
〒761-0611
木田郡三木町田中2582
TEL 087-898-1200

【観音寺営業所】
〒768-0011
観音寺市出作町北道1062
TEL 0875-25-3086

DJI AGRAS T70P

※本サービスは作業請負であり、効果を保証するものではございません。
※使用薬剤は無人航空機で登録のある薬剤から選択します。
※航空法による規制、圃場条件等によりお受けできない場合もあります。

柑橘園の殺虫／殺菌剤散布

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰの殺虫剤散布ハウスの遮光剤散布

実績のある作物・病害虫）
・水稲本田防除・除草剤散布
・麦の赤かび病防除
・大豆の殺虫・殺菌防除
・ハウスの遮光剤散布
・肥料散布
・柑橘園の防除（殺虫・殺菌）
・露地野菜の殺虫・殺菌防除
 （ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ, ｷｬﾍﾞﾂ, ｽｲｰﾄｺｰﾝ他）

ドローン請負防除 当社では生産者の方々を防除作業という重労働を減
らすためにドローンを使った散布代行業務の対象領域を年々広げています。
対象作物や対象の病害虫、料金等については当社にご相談ください。

日産化学 農業応援Tube
に当社従業員が登場
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喜多社長のフィロソフィ日記「アメーバ経営」 当社は3月決算である。決算に向けて最後の追い込みと同時に、来期マスタープラン策定の真っ最中。
4月初旬の経営計画発表会まで、ここからはノンストップの日々が続く。
1月の全社会議で2026年度の経営方針骨子を共有し、2月より各部門でMP策定がスタート。2月後半に一度目のレビューを実施し、3月頭には二度目
のレビューを予定している。数値の妥当性、MPと方針が結びついているか、前提条件に甘さはないかを確認し、全社一本の計画へと仕上げていく。毎年
2-3ヶ月をかけるこの時間は決して楽ではない。しかし、リーダーたちとの議論が計画の精度を年々高めている。単なる目標数字ではなく、腹落ちした「や
り切る計画」へと進化してきている。
「事業承継とは、友好的な乗っ取りのようなものだ」以前どこかで聞いたその言葉は、社長になりたてだった私の胸に強く残っている。
先代が長年培ってきた経営の勘所。幹部の間で共有されていた暗黙知。
時代も変わり、世代も違う。
だからこそ、私自身がきちんと管理できる手法へと変えていかなければならないと思った。その手法として、アメーバ経
営を導入した。導入初期は衝突や軋轢の連続だった。組織も会議も変え、毎月の採算管理を求めた。リーダーへの負
担も小さくなかった。
その経緯は、2月26日に発売された『アメーバ経営が事業承継を円滑にする』の中で、アメーバ経営導入時にコンサル
ティングを担っていただいたKCCS（京セラコミュニケーションシステム）によるケースリサーチとして紹介いただいてい
る。
粘り強く改革を進め、リーダーと数字の意味を共有し続けた結果、経営数字は確実に向上してきている。
4月から新しい期がスタートする。第78期がさらに経営数字を向上させられるよう、従業員たちと共に歩んでいく。

葉から吸収できる腐植酸
葉面散布剤ギアアップも

新発売

”ブレイキン効果※”による、
抵抗性害虫への優れた効果。
即効的な吸汁阻害によるウイルス媒介抑制。
有益昆虫に影響が少ない事が確認されており、
IPM（総合的病害虫管理）に有効。
※エフィコン®SLの有効成分アクサリオン®が害虫の弦音器官を
　沈黙させ、速やかに吸汁や定位といった行動を阻害する効果。
　結果として、害虫が植物から落下するといった症状を引き起こす。


